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論文内容の要旨

本論文は、加圧ガス雰囲気中でマグネシウムおよび銅を溶解して、この溶融金属を一方向凝固させることによって

作製したロータス型ポーラスマグネシウムおよび銅の吸音特性および制振特性に関する研究をまとめたものであり、

6 章から構成されている。

第 1 章では、ポーラス金属に関する従来の研究を紹介し、従来の吸音材料および制振材料について説明した。

第 2 章では、ロータス型ポーラス金属の作製原理および方法を紹介し、本研究で用いた垂直入射吸音率測定装置お

よび吸音率の定義、貫通率の測定装置および貫通率の定義について説明した。

第 3 章では、水素雰囲気中でロータス型ポーラスマグネシウムを作製し、定在波法を用いて垂直入射吸音率を測定

した結果を述べた。垂直入射吸音率は周波数の増加とともに増加することが見出した。ポロシティを一定にして、、ポ

ア径を 340μm から 610μm に増加させると垂直入射吸音率は減少した。ポア径を一定にして、ポロシティを 38%

から 57%まで増加させると垂直入射吸音率は増加した。ポア径およびポロシティを一定にして、試料の厚さを増加さ

せると、特定の周波数で吸音率のピークが観測された。この最大吸音周波数はポーラス金属の厚さと定在波の波長の

関係から生じるものであることを明らかにした。以上の結果から、ロータス型ポーラスマグネシウムの吸音特性は伝

播する音波のポア内での空気の粘性摩擦によって生じると解釈した。

第 4 章では、一方向凝固させることにより製造されたロータス型ポーラス銅の吸音特性を測定した結果を述べた。

ポロシティを一定にして、ポア径が 460μm から 660μm に増加させると垂直入射吸音率は減少した。ポア径を一定

にして、ポロシティが 43%から 62%まで増加させると垂直入射吸音率が増加した。試料は厚くなるほど、ポアが貫

通しにくくなるため、垂直入射吸音率が低下した。細管中の音の減衰モデルを用いて、材料の吸音率を推測すること

が可能であることが明らかにした。ロータス型ポーラス銅の吸音特性はポーラスマグネシウムと同様の発現機構によ

ると解釈した。

第 5 章では、二点吊り加振法を用いてロータス型ポーラスマグネシウムの制振特性を測定した。材料に衝撃を与え

て生じる音波の減衰挙動が高速フーリエ変換法を用いて解析した。ポア径、ポロシティ厚さなどの各種パラメータと

減衰定数との関係を調べた。その結果、ロータス型ポーラスマグネシウムはノンポーラスマグネシウムよりも優れた
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制振特性を有することが明らかにした。

第 6 章では、本研究の総括を行い、本研究の成果をまとめた。

論文審査の結果の要旨

本論文は、加圧ガス雰囲気中で、マグネシウムおよび銅を溶解させ、この溶融金属を一方向凝固させることによって

ロータス型ポーラスマグネシウムおよび銅を作製し、その吸音特性および制振特性に関する研究を行ったものである。

その結果を要約すると次の通りである。

(1)垂直入射吸音率を測定してロータス型ポーラスマグネシウムおよび銅の吸音特性を評価している。

(2) ロータス型ポーラスマグネシウムおよび銅の垂直入射吸音率は周波数の増加とともに増加し、材料のポア径、ポ

ロシティ、厚さおよびポアの内表面積と関係していることを明らかにしている。

(3)細管中の音の減衰モデ、ルを用いて、ロータス型ポーラスマグネシウムおよび銅の吸音率を推測することを提案し

ている。

(4) ロータス型ポーラスマグネシウムの制振特性を評価している。ロータス型ポーラスマグネシウムはノンポーラス

マグネシウムより優れた制振特性を有することを明らかにしている。

(5)ロータス型ポーラス金属は多孔質であるにもかかわらず、軽量、高強度であることが知られているので、従来の

吸音および制振材料と異なり、新しい吸音および勅振材料としてさまざまな分野で利用できる可能性のあることを

示している。

以上のように、本論文はロータス型ポーラスマグネシウムおよび銅を用いてマクロ的評価を行い、吸音および制振

材料として優れた特性を有することを明らかにしたものである。従って、これらの成果は材料工学分野の発展に寄与

するところが大きい。

よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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